
2020年 12月 18日 

各 位 

株式会社 鳥取銀行 

水産加工業者における環境配慮型冷蔵設備に対する協調融資の取組みについて 

～ 日本政策金融公庫と連携し、お取引先の環境に配慮した取組みを後押し ～ 

株式会社 鳥取銀行（頭取 平井 耕司）は、日本海冷凍魚株式会社（代表取締役社長 越河 彰統）

の冷蔵倉庫建替えに対し、日本政策金融公庫と連携し協調融資を実施いたしましたのでお知らせ

します。 

同社は、国内有数の漁港である境港で水産加工食品の製造を行っており、紅ズワイガニの加工

量は国内トップクラスを誇ります。紅ズワイガニの保存に不可欠な冷蔵倉庫は、従来、代替フロ

ンを冷媒としてきましたが、地球温暖化への影響が大きいことから、このたび環境に配慮した

自然冷媒（アンモニア）を利用した新たな冷蔵設備を導入したものです。 

当行は、今後も外部機関と連携し、地元事業者さまの環境に配慮した取組みを支援することで、

持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。 

■「日本海冷凍魚株式会社」の概要

名 称 日本海冷凍魚株式会社 

代 表 者 代表取締役社長 越河 彰統 

所 在 地 鳥取県境港市昭和町 12-26 

設 立 1970年 3月 31日 

事 業 内 容 冷凍水産物および調理食品の製造販売 

以 上 

≪本件に関するお問合せ先≫ 

経営統括部（須田） 

TEL0857-37-0260 

新たな冷蔵設備の建設にあたっては、当行および日本政策金融公庫の協調融資に加え、環境省の「脱フロン・

低炭素社会実現のための省エネ型自然冷媒機器導入加速化事業」による補助金受給も決定しています。 


